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論文内容の要旨
本論文は、これ迄に分布の相関について研究して来た成果の上にたって、確率的大小の概念を用い
てまとめたものである。これ迄の研究、及び確率的大小についての研究は別個に発表した。
分布の相関についての研究は、理論的にみても、応用面を考えた場合にも重要で、ある。理論面では
これ迄は分布の型を決めてしまう初歩的な研究しかなされず、ごく最近Lehmann と Esary らが行な
ったに過ぎない。これに対して本論文では、直観的に、正の相関グと考えられる概念を解析的に把え
て、その概念に対応する分布族を定義した。相関の強弱に従って、種々の分布族を定義し、その性質
を調べた。応用面については、本研究は相関の概念を数学的にすっきりさせる事によって、実際問題
を考える上での一助になると思われる。
主な内容はある強きの相関をもっ分布族の統計的性質、例えば双対性とか統計量への影響、を調べ
た事と、確率的大小の概念から数学的に整備した事である。前者の目的の為に、各分布族聞の包含関
係を調べ、その表現を与えた。過去に与えられた分布族を位置づけ、興味ある分布がどの分布族に入
るかを例示した。そして検定の不偏性に関する新らしい結果を与えた。後者の為に、数理統計学での
基本的な概念である確率的大小の性質を用いて、相関の概念を統一的に把握した。逆に相関について
の研究が確率的大小の研究の必要性と方向性を示した。 R2、 RE はその例である。この概念は更に、ノ
ンパラメトリックな統計的構造の研究にも有用である。中心的な部分が本論文で扱われ、関連した部
分の多くは参考論文の中で公表された。
2 節及ぴ 3 節では Lehmann , Esary らが直観的に定義した分布族を含めて、系統的な定義を与
えた。定義は整然として、内容を適確に表わし、その結果記号も相互の関係を反影するよう工夫され
ている。 appendix に与えた例等を通じて、基本的な性質は完全に調べられた。扱われた対象はよく
選ばれたものである。 4 節では、独立な確率変数の適当な函数変換で定義きれる分布族について主に
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扱われた。これは直観的なイメージに適合している。その性質と前節で定義された分布族との関連と
が言及された。
本論文が対象とした分野は一応の完結をみせたといえる。相関についてのこれからの研究課題は、
高次元の場合を考察する事と、統計量のより詳しい性質を調べる事である。
論文の審査結果の要旨
柳本君は数年来 2 つの確率変数の聞の相関および大小関係という確率統計論の基礎的な問題に関心
をもち、数篇の研究論文を著わして来たが、本論文はそれらの業績の集大成として相関の概念を組織
的かつ統一的に調べたものである。
正または負の相関の定義としてKendall ， Lehmann など先人によるいくつかの個別的な定義がある
が本論文は統一的な観点からこれらを位置づけるためいくつかの種類の定義の族を導入し、そこに現
われるすべての定義の聞の論理的な強弱関係を調べ、関係のない場合にはそれぞれの反例を挙げ、さ
らに各定義を条件っき分布についての確率的大小関係として特徴づけた。本論文において取上げられ
た正の相関の定義は P(i ， j) ， (i ， j =0 , 1 , 2 , :3', 2" , 3 , 4 , E) , p(C) ， p(A) であるが、対
称なものを同ーと見なすと全部で24種類になり、およそ正の相関の概念として考えられ、意義のある
あらゆる場合を尽くしていると，思われる。
本論文は確率統計理論の基礎的な問題の 1 つをほとんど完全に解決したものであり、学位論文とし
てふさわしいものである。
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